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植物と鳥の歳時記（第 78 回） 

関西大学 巨樹・大木＋博物館＋α 

18 年 9 月 27 日（木）9：30～13：30 

日本野鳥の会大阪支部 平軍二、中筋好子 

参加者 26 人は平さんの案内により、関大幼稚園出入り

口のそばにあるセンダン、クスノキをみて、中、高への

道―幼稚園裏側のアラカシ→大木を避けて設けられた

エスカレーター連絡路のクスノキ→教育会館への坂道

に移植されたエノキ→切断された室内プール前のプラ

タナスの根っこ と様々な大木の様子をみました。 

関大会館周囲の金木犀の木々を通り、慰霊碑前の

広場のシイノキ、クスノキに混じってあるラクフ

ショウの非対称の葉を示して、メタセコイアの対

称の葉との違いを説明する平さん。 

第二学舎前広場のクスノキの大木が養生されて、回復して

いる様子をみました。広場に大きく枝を拡げた他のクスノ

キの大木を見て回りました。以前、図書館前の道路沿いに

大きな幹回り 445 ㎝で 1 本立ちの木では吹田市 NO.1 のク

スノキがあったが、腐朽菌に侵され、枯れ始めたため伐採

されたことを当時の画像を示して平さんは語りました。 

当時、簡文館前の 9 本立ちクスノキが幹回り 1223 ㎝あり、

吹田市 NO.1 の木として、1 本立ちを重視していなかったこ

とも影響していたのではと残念な思いです、と平さんは振

り返られました。 

円神館 IT センター前のメタセコイア、クスノキ、 

イチョウ、トウカエデ、ヒマラヤスギなどの様々

な樹をみて回り、その後、調査再現として凜風館

前のメタセコイアの幹回りをはかりました。2007

年調査時に大木ラインに達し、2017 年次調査では

236 ㎝と成長しています。 

そして、誠之館 2 階の茶室前のケヤキ、体育館へ

の道路沿いのアラカシ、クスノキを眺めて、博物

館へ向いました。 

樹から鳥との 

関係をみる 
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9月 4日の台風21号でヒマラヤスギ

（幹回り 237 ㎝）が根本の幹から切り

裂かれ倒木、自販機も破損。 

大学院の建物（2000 年に建てられた尚文館）で光を遮

られて、元気を失ったクスノキ幹回り 354 ㎝（17 年

調査）の主幹が切断されていました。この樹は「悠

久の庭」に集う学生の声を聞きながら、光を求めて

枝を伸ばしています。頑張ってほしい樹です。 

博物館への階段を登りながら、エノキ、イチョウな

どをみて、博物館の建物近くのクスノキ、入口前の 

クスノキ（幹回り 333 ㎝）を見て回りました。 

●再生を図るクスノキ 

 今年、新芽の季節に葉が枯れはじめ、葉を落とし

た吹田市保護樹木 NO.2 のクスノキ（2 本立ち幹回り

343 ㎝―17 年調査時）をみました。 

柵に囲まれていた調査時の葉が茂っていた写真と

比べて、柵がとられ、保護のすだれがまかれて養生。 

新芽が顔をのぞかせてきています。 
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●関大のシンボルの 9 本立ちのクスノキ 

吹田市で人気のあるクスノキでもあり、大学は広場に

根元に水がしみいるような煉瓦を敷いています。昭和

10 年代（1935 年～）に移植されたとして樹齢 80 年です、

と平さんは特徴を説明しました。 

●旧大学院広場にあったクスノキ 

（保護樹木 NO.3） 

以文館（法科大学院、2003 年に建てられた）と 

岩崎記念館の間の通路に移植され、養生されて

元気になってきているのをみました。 

●以文館裏のイチョウを仰ぎ見る 

この樹は幹回り 363 ㎝、樹高 22.2m（17 年調査） 

●絵本展をみて、昼食を学生に混じって摂り 

様々な大木を見て回った後、博物館秋季企画展

「絵本の小道を歩いてみるとー石原敏子の本

棚からー」に展示された絵本の数々を小 1 時間

程で各コーナーを回りました。絵本展は、1860

年代から 1970 年代の英米絵本を中心にした石

原先生が手にされた絵本類で、これらの絵本か

ら出版当時の歴史をたどり、絵本の 1 冊、1 冊

からの発信を受けとめられるようにとした企

画でした。 

12 時半頃から昼食を学生で満席の凜風館 2

階・生協食堂で学生に混じって摂りました。 

  

●屋上庭園で平さんから鳥と樹木・森の関係を聞く 

昼食を終えて、凜風館屋上庭園から生駒山から葛城山を望み、 

大阪市内の高層ビル群を見渡し、その中から大阪城を双眼鏡で 

みました。 

平さんから鳥と樹木・森の関係についての話を聞きました。 

 荒廃した京都御所の修復として明治 20年代（1887 年～）に当

時流通していたエノキ、ムクノキなどが移植され、樹と樹の感

覚を開けて大きな木に育てようとした。現在、訪れる鳥の種類

は少ない。 

大阪城公園の樹の種類は多く、鳥が入りやす

いのに対し、万博公園では樹が密集しており、

鳥は入りにくく、見かける鳥は少ない。 

関大はクスノキが主で、今回の巡検では鳥を

見かけなかった。中筋好子さんがこの日の早

朝にキャンパス内で見た鳥はハシブト、ハク

セキレイ、ヒヨドリ、キジバト、エナガ、メ

ジロなどと報告しました。 

 13 時 30 分過ぎに散会しました。 


